山とスキーの会会員各位

北海道大学山とスキーの会２０１２年度総会報告
2012年度山とスキーの会総会が以下のように行われましたので、報告いたします。
●日時　：6月1日（金曜日）　18:30から
●場所　：中村屋旅館（札幌市中央区北３西６）
●出席者：
・会員21人　(敬称略、会員番号順）
佐藤鐵郎(028)、徳田昌生(102)、在田一則(105)、倉持寿夫(109)、鳴海俊之(115)、田上省一(135)、梅沢俊(142)、国本用哲(164)、長沼昭夫(170)、梶井直文(179)、森康(188)、片倉賢(200)、佐々木尚三(206)、船木上総(227)、田村英士(242)、辻雅久(267)、石川正敬(281)、刈谷純一(322)、三代隆博(365)、佐藤文保(424)、住友房夫(s012)
・委任状165人
・現役参加18人
Ⅳ（2人） 奥山和花、宮崎歩
Ⅲ（2人） 谷村元気、中村須弥子
Ⅱ（6人） 大庭健、河村和洋、西田竜一、勝山祐太、小林真弓、山本浩之
Ⅰ（8人） 平井啓介、大沼晃浩、田中健太朗、岡田修、米山奈帆、今原亮介、本吉啓之、近藤武
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●議事：
Ⅰ 開会
1. 議長選出：　議長として国本用哲氏を選出した（以下、国本氏の議事進行）。
2. 開会挨拶　：長沼会長
Ⅱ 議題
1. 以下の会員異動が提案され、承認された
(ア)新入会員：　今年3月卒部の西達也君が新入会員として承認された
(イ)特別会員：　該当者なし
(ウ)永年会員：　昨年度の規約変更により、今年度の永年会員への資格変更はなし
2. 201１年度札幌本部活動が以下のように報告され、承認された。

　4月
新人勧誘プロジェクト（新1年目1０名入部）

　6/11
総会  中村屋旅館  (４１人)

　7/9　
かんばの会  (６０人)

　8/20
パラダイスヒュッテ水道メンテ作業　(１１人)

　9/4

パラダイスヒュッテ薪入れ作業　(８人)

　9/11
パラダイスヒュッテ薪入れ作業２　(１１人)

　12/5
忘年会  (２４人)

　1/27-29
吉岡記念パラダイススキー合宿(36人)

　1/21-22
ニセコバフバフ第1陣(27人)

　2/22-24  
第２回ニセコ合宿(19人)

　2/25-26
ニセコバフバフ第２陣(16人)
3. 2011年度の会計決算と会計監査が報告され、承認された
（別紙決算案）

4. 以下の2012年度札幌本部活動計画が提案され、承認された（2012年４～５月分の報告を含む）。
(1) 定例行事
　4月
　新人勧誘プロジェクト（新1年目1３名入部）

　4/14-15
 パラダイスヒュッテ新歓

　6/1
　総会  中村屋旅館

　7/14
　かんばの会

　8/25
　パラダイスヒュッテ水道メンテ作業（*薪入れ実施日要相談）
　12/1
　忘年会

　1月 
　吉岡記念パラダイススキー合宿

　1/19-20
 ニセコバフバフ第1陣

　2/20-22   
 第３回ニセコ合宿

　2/23-24　  
 ニセコバフバフ第２陣

(2) その他事業


　7/15-16
 旭岳追悼

　10/10-12/16
 北大総合博物館・スキー100年関連展示

　10/13
 北大スキー部100年・山スキー部50年を祝う会

　10/14
シンポジウム「北海道スキー100年にあたってスキー文化を考える　　　－山スキー・山小屋を楽しむ－」

　3月
 スキーツアー道標設置（無意根薄別コース・パラダイス～奥手稲）

　3月-5月　
 ヒュッテンケッテツアー
5. 2012年度予算案が提案され、承認された
（別紙予算案）

6. こなゆきの発行について
(ア)
36号担当  札幌本部（編集長は柿木さん）。スキー部100周年・山スキー部創部50年特集については、「こなゆき」とは別の冊子を発行するため、今号では旭岳追悼などで記事を組む。

(イ)
37号  関西支部の担当となるので準備を願う
7. シルバーロッジ管理問題

ロッジの管理に関して運営委員会、会長、住友さんらから以下のような報告がなされた

・管理体制を明確にするため、住人からロッジ長と会計を定めた

・本質的な管理問題として所有者責任の問題がある

・火災保険未加入、町内会からの指摘、ボイラー故障など、様々な問題がある

・今後の管理について、長沼会長を中心とする検討委員会を設置して検討する
8. スキー部100周年(2012)・山スキー部創部50年(2013)記念行事
記念行事担当の在田新副会長から、今年度に実施する記念行事等に関する計画が報告され、今後多く会員の参加協力を要請された。
9. 支部報告

森副委員長から関東支部の現状などが報告された
10. 山スキー部（現役）報告

片倉部長および奥山主任から現役の現状が報告された。部員数（水産学部移行生を含む）が30人（４年目４人、３年目６人、２年目７人、1年目１３人）となったことなどが報告された。

11. 今年度の役員が以下のように承認された。
会長



長沼昭夫　（留任）

副会長　

　（100周年・50周年担当）
在田一則　（留任）

　（山スキー部部長、現役担当）
片倉　賢　（留任）

　（支部担当）


森　　康　（留任）
支部長

　（関東支部）


村　政幸（新任）

　（関西支部）


宝多卓男（留任）

　（北陸支部）


武藤清秀（留任）
運営委員
佐々木尚三（委員長）、三代隆博（事務局、パラダイス）、田上省一、香取民生、中井強、


山口達、松田博行、八木寛陽、川端康弘、辻雅久、秦正樹、柿木真、早川航、



岩瀬隆則（新任）、西達也（新任）

会計

三代隆博（兼務）

会計監査　　
米山祐司（留任）
12. その他
(ア)　 現役時代に遭難で亡くなった部員の名簿記載について
　現役時代に遭難で亡くなった部員については、2010年の総会で承認されているように、次期から名簿に記載する
(イ)
無意根の林道ゲートの鍵について

　無意根林道のゲート鍵がダイヤル錠に変更された。利用者は運営委員長に連絡してください
(3) その他

　梶井会員より、総会の際には当年度逝去された会員への黙祷を行うことが提案され、即時実行した。次回より、総会の冒頭に行うこととした。
　
Ⅲ　懇親会

　森副会長の進行によって、現役１８人の元気な自己紹介、遠方より駆けつけたOBからの激励、そして大合唱と、山とスキーの会ならではの交換が繰り広げられた。
以上
（2012年度運営委員会 佐々木尚三(206)）
